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⽬的︓先端⼿法でのデータ取得と臨床情報との統合解析による病態解明
内容︓複数種の⾃⼰免疫疾患及び健常成⼈由来の⽣体試料を⽤いて、臨床情
報と統合/⽐較しながら⼤規模解析を施⾏している。本研究におけるデータ取
得と解析には近年⼤幅に技術が進歩しているシングルセルRNA-seqを含み、 1
細胞単位での数千遺伝⼦の発現値や免疫受容体配列などの研究データを、⽇々
改良される解析⼿法をフレキシブルに取り⼊れながら実施している。
結果︓メモリの多い⼤規模計算機の利⽤により多細胞の同時解析が可能に
なった。現在計算続⾏中。

利⽤した計算機︓
SQUID 汎⽤CPUおよびGPUノード群
ノード時間 1,000 時間
使⽤メモリ 512 GB
並列化 なし

左図︓多種類の免疫
細胞をクラスタリン
グしたもの


